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知床半島の維管束植物フロラから13種を除外する
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We examined the voucher specimens of vascular plants collected from Shiretoko Peninsula. As a result,  
we excluded thirteen species from the flora list of the area: Gymnocarpium jessoense, Tofieldia okuboi, 
Lloydia serotina, Listera yatabei, Festuca takedana, Hylotelephium pluricaule, Geranium onoei var. onoei 
form. yezoense, Lotus corniculatus subsp. japonicus, Gaultheria adenothrix, Pedicularis yezoensis, Chry-
santhemum yezoense, Cirsium pendulum and Sium suave.

精度が高く，信頼できる地域インベントリーは
環境変動の把握や稀少生物の保護，外来生物の管
理を行う上で欠かせない．佐藤ら（1985）などの過
去に行われてきた植物調査の結果，知床半島の維
管束植物のフロラについては比較的高い精度で明
らかになっている．しかし，これまで様々な文献
において記録された植物種には分布が疑わしいも
のが含まれていた．そのため，植物リストの精度
を向上させるためには証拠標本の探索と再検討が
必要であった．
これまでに知床半島で採集された維管束植物の
腊葉標本の多くは北海道大学総合博物館（SAPS）
に収蔵されている．しかし，高橋（2010）は佐藤ら
（1985）で記録された維管束植物817種のうち186

種についてはSAPSに証拠標本がないことを明ら
かにした．
そこで筆者らは，国内の主要なハーバリウムで
証拠標本の探索とその再検討を行った．その結果，
これまでに知床半島から記録されていた種のうち
13種について，植物リストから一旦除外すべきで

あることが分かったので報告する．
調査は2012年3月に京都大学理学研究科およ
び京都大学総合博物館（KYO），東京大学理学研
究科附属植物園本園および東京大学総合研究博物
館（TI），国立科学博物館植物研究部（TNS），北海
道大学総合博物館（SAPS），北海道大学北方生物
圏フィールド科学センター植物園（SAPT），知床
森林センター（当時，現在は知床森林生態系保全
センター）のハーバリウムで行った．閲覧の便を
図って下さった各ハーバリウム管理者の皆様に厚
くお礼申し上げる．本調査は環境省の平成23年度
知床世界自然遺産地域植物相調査業務の一環とし
て行われた．

除外する種
1．Gymnocarpium jessoense (Koidz.) Koidz. イワウサ
ギシダ
舘脇（1954）は岩宇別の林地から本種を記録し
ている．しかり著者らは本調査において証拠標本
を確認できなかった．
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知床半島には近縁のウサギシダG. dryopteris (L.) 

Newmanが見られるが，舘脇（1954）はイワウサギ
シダのみ記録している．SAPSには1951年7月15

日にイワウベツで採集されたウサギシダの標本が
ある（SAPS 021999）．このことから，本種の記録
はウサギシダであった可能性が高い．

2．Tofieldia okuboi Makinoヒメイワショウブ
鮫島・佐藤（1981）は知床沼北岸の湿原から本種
を記録している．しかし著者らは本調査において
証拠標本を確認できなかった．知床半島には近縁
のチシマゼキショウTofieldia coccinea Richards. var. 

coccineaが分布し，SAPSには知床沼周辺で採集さ
れたチシマゼキショウの標本が複数ある．このこ
とから，本種の記録はチシマゼキショウであった
可能性が高い．

3．Lloydia serotina (L.) Rchb.チシマアマナ
荒澤（1984）は本種を羅臼岳と硫黄山の崖地か
ら記録している．しかし著者らは本調査において
証拠標本を確認できなかった．

4．Neottia puberula (Maxim.) Szlach.タカネフタバラ
ン
佐藤ら（1985）は知西別岳において本種を記録
している．証拠標本（SAPS 007861）を検討したと
ころ，非開花個体であったが葉の形状からはミヤ
マフタバランNeottia nipponica (Makino) Szlach.で
あった．

5．Festuca takedana Ohwiタカネソモソモ
滝田（2001）は羅臼岳で本種を記録している．
証拠標本（SAPT）を検討したところ，ミノボロ
Koeleria macrantha (Ledeb.) Schult. & Schult. f. で
あった．

6．Hylotelephium pluricaule (Maxim.) H. Ohbaカラフ
トミセバヤ
大原（1964）は岩宇別の海岸の岩壁で，荒澤

（1984）は知床岬，アウンルイ，文吉湾の海岸の岩
壁で本種を記録している．しかし著者らは本調査

において証拠標本を確認できなかった．本種の記
録はイワレンゲ属Orostacysの非開花個体を誤認し
た可能性が高い．

7．Geranium onoei Franch. & Sav. var. onoei form. 

yezoense (H. Hara) Yonek.グンナイフウロ
荒澤（1984）は本種を知床岬の草地から記録し
た．しかし著者らは本調査において証拠標本を
確認できなかった．本種の記録はチシマフウロ
Geranium erianthum DC. form. subumbelliforme (R. 

Knuth) Sugim. を誤認した可能性が高い．

8．Lotus corniculatus L. subsp. japonicus (Regel) H. 

Ohashiミヤコグサ
武田（1967）がオロンコ岩で，また荒澤（1984）
が知床岬と真鯉の海岸の岩壁において本種を記録
している．しかし著者らは本調査において証拠標
本を確認できなかった．

9．Gaultheria adenothrix (Miq.) Maxim.アカモノ
鮫島・佐藤（1981）が本種を記録している．しか
し著者らは本調査において証拠標本を確認できな
かった．

10．Pedicularis yezoensis Maxim.エゾシオガマ
荒澤（1984）は本種を羅臼岳の山林から記録し
ている．しかし著者らは本調査において証拠標本
を確認できなかった．

11．Chrysanthemum yezoense Maek. コハマギク
舘脇（1954）はチシマコハマギクChrysanthemum 

arcticum Lを岩宇別とアマナの海岸の岩壁におい
て記録している．また荒澤（1984）はコハマギクを
アウンモイ，アウンルイと知床岬の岩壁から，チ
シマコハマギクをアウンモイ，アウンルイ，文吉湾
および知床岬の岩壁において記録している．しか
し佐藤ら（1985）は知床半島の維管束植物リスト
において舘脇（1954）を引用し，かつ佐藤ら（1985）
の調査によっても現地で確認できた種とした上
で，和名は「コハマギク，チシマコハマギク」と併
記し，学名をC. yezoense Maek. として記載した．
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コハマギクとチシマコハマギクの2分類群の関
係については過去に様々な見解があったが，現在
はそれぞれコハマギクC. yezoense Maek.，およびチ
シマコハマギク（アキノコハマギク）C. arcticum L. 

として別種に扱われている（eg. Ohashi & Yonekura 

2004；いがり2007）．
筆者らは本調査においてチシマコハマギクの証
拠標本を確認することができたが（KYO），コハマ
ギクについては確認できなかった．このことから
佐藤ら（1985）による「コハマギク，チシマコハマ
ギク」という和名表記はこれら2分類群を1種と
して扱い，学名はC. yezoense Maek.，和名はコハマ
ギクを採用することを意味すると考えられる．
なお，Ohashi & Yonekura（2004）は日本産のC. 

arcticum L. を2亜種に分け，知床半島に分布するも
のをアキノコハマギクC. arcticum L. subsp. arcticum
とし，チシマコハマギクの和名は根室半島，ク
リル諸島，南サハリンに分布するC. arcticum L. 

subsp. yezoense (Maek.) H. Ohashi & Yonek. にあてて
いる．そのため，知床半島においてはチシマコハ
マギクという和名の使用が広義のチシマコハマギ
クC. arcticum L. の意味であるのか，狭義のチシマ
コハマギクC. arcticum L. subsp. yezoense (Maek.) H. 

Ohashi & Yonek. の意味であるのかについて注意
が必要である．

12．Cirsium pendulum Fisch. ex DC. タカアザミ
荒澤（1984）は知床岬の草原において本種を記
録している．しかし著者らは証拠標本を確認でき
なかった．

13．Sium suave Walterヌマゼリ
舘脇（1968）は知床五湖においてヌマゼリを記
録している．証拠標本（知床森林センター，当時）
を検討したところ，ドクゼリCicuta virosa L. であっ
た．

除外しない種
コアマモZostera japonica Asch. & Graebn.，ユキ
ザサMaianthemum japonicum (A. Gray) LaFrankie，
オハグロスゲCarex bigelowii Torr. ex Schwein.，エ

ゾノウワミズザクラPadus avium Mill.，ツリフネ
ソウ Impatiens textorii Miq.，エゾオオサクラソウ
Primula jesoana Miq. var. pubescens (Takeda) Takeda 

& H. Hara，マタタビActinidia polygama (Siebold & 

Zucc.) Planch. ex Maxim.，カンボクViburnum opulus 
L. var. sargentii (Koehne) Takedaの8種についても本
調査の対象としていたが，これらの種については
調査期間中に全てのハーバリウムで標本調査を終
えることができなかった．そのため，植物リスト
から除外することの可否については保留した．
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